
（別紙３）

～ 令和７年　１０月　１７日

（対象者数） １0名 （回答者数） １０名

～ 令和７年　１０月　１０日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・利用者の行動や話す内容を想像したり行動を予

測したりして、統一した支援ができるよう職員間

での情報共有を十分に行い、どんな場面でも職員

が対応できるよう準備をしていく。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・自分の思いを表現することのできる利用者が多

く、話合いによって意見を交わらせたり深めたりす

ることができる。日ごろの活動やイベント等に、本

人の意思をを反映することができる。

・活動やイベントに対して目標を提示し、職員、利

用者が意識して活動できるようにしている。

・利用者が疑問に思うことに対して図書館に行って

一緒に調べグループ学習を行っている。

・SSTを積極的に取り入れ、ロールプレイをした

り、見たりするするなかでの本人の気づきを大切に

している。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　1０月　２４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間
令和７年　１０月　２日

○事業所名 ソラ

○保護者評価実施期間
令和７年　１０月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


